




in Akutagawa Ryunosuke’s Rash om on 
平岡敏夫＊
Many of Akutagawa’s stories begin with a description of sunset. and in a 
previous paper I have examined this feature of his work. The well known 
story Rashomon. set in the Heian Period, likewise takes place “one day at 
twilight" and unfolds at the narrow boundary between day and night. 
The unique allure of the “evening twilight”， mixing unease and 
anticipation as it proceeds from light to dark, has long been a traditional 
motif of Japanese Literature. There is the evening twilight as observed in 
the Pillow Book of Sei Shonagon, whose sensitivity to such matters 
prompted her to remark that“the evening twilight is Autumn.” In The 
Tale of Genji we come across an unexpectedly rainy twilight (in the 
Wakamurasaki Chapter) and the evening twilight symbolizing the dramatic 
notion that Beauty is destined to live only briefly ( Yugao). A variety of 
Heian twilights are exquisitely recorded in Konjaku九1onogatari.
Akutagawa was one of the first men of his age to be a devoted reader of 
*HIRAOKA Toshio 群馬県立女子大学長。筑波大学名誉教授。主な著作に 『芥川龍之介と現代j
（大修館書店）、 『北村透谷研究j全5巻（有精堂）、 『日露戦後文学の研究j上下（有精堂）、 『激石
序説J（塙書房）、 『日本近代文学の出発J（塙新書）など多数。
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Konjaku Monogatari from which he extracted the imagery of twilight. 
putting it into e妊ectin Rashomon. In this story, the author uses twilight as 
a method of constructing an incident wherein people meet and head on into 
the night. 
Akutagawa retained his fascination in this concept of“evening twilight" 
and when he came to compose his posthumously published work “The Life 
of an Idiot" he had turned his concentration from the passage of day to 



































































































































今昔、掻津ノ園遁ヨリ盗 3ム為ニ京ニ上ヶル男ノ、 日ノ未ダ明C／，.羅城門ノ下ニ立ノホトリヌスミ ノボリ アカ ラシヤウ モトタチ
隠レテ立~：） ケル朱雀 ／方ニ人重ク行 灯人ノ静計7思テ、門 ／下ニ待立rv~ ： 山城ノ方ヨリシュン’ヤクカタ シゲアルキ オモヒ モトマチ ヤマシロ
人共 ノ数来 タル音；た其レニ不見fジ思 テ、門 ／上ノ層ニ和ラ掻ツリ登 ~~：見レパ、火ドモアマタキタリ コヱ オモヒ コンヤハカカ ノポリ
第二燃ピホノカ トモ
盗人、「佐」ト思 テ、連子ョリ臨 えレ若キ女ノ死テ臥タル有印 其ノ枕上ニ火ヲ燃シテ、
年極ク老タル極／白髪白キガ、其ノ死人／枕上ニ居テ、死人ノ髪ヲカナグリ抜キ取ル
也ケ •Joナリ
盗人此レヲ見ルニ、心 モ不得ぃ、「此ぃ若シ鬼ニャ有子」思テ怖ζレド「若シ死モ オモヒオヂ モシニン
人3テモ有ル。 恐シテ試 ム」ト思 テ、和ラ戸ヲ開テ、万ヲ抜テ、「己ハ己 ハ」ト云テ走リオドココロミ オモヒ ヤハ アケ ヌキ ノレ イヒ
寄Y極手迷r＂ン手ヲ摺テ迷へパ、盗人、 「此ハ何ゾノ極／此ハシ居｛ルゾ」問~.），－極、オウナカタヰ トヒ
「己 ガ主ニテ御 Zンア人ノ失給計糠 フ人／元叶此テ置奉 タル也。其ノ御髪ノ長ニ
除 テ長久「其ヲ抜取テ婁 ~~ム抜ク也D 助ヶ給へj ト云灯盗入、死人ノ着 タル衣 ト橿 ／
着タル衣ト抜取ア髪トヲ奪取テ、下走テ赴テ去でヌキトリ パヒトリ オリハシリニゲサリ















































今昔、何レノ程ノ事ニヵ有ヶム、侍 程也ケル者ノ、誰トハ不知ズ、年ft許 ニテ長スイズ アリ サプラヒノナリ タレシラ パカリタケ
ハヤカニテ、少シ赤嶺ナル有ヶ＇）O
ヒゲ アリ
夕暮方ニ仁コ ト 仁コ トノ漫 ヲ過 ~ :v半蔀 ／有1 ルヨ鼠鳴？手ヲ指出 テ招 ~.i.-男寄テ
「召ニャ候 1 ム」云~.i.-女音ニテ 「聞子事／有Z了其 ／戸ハ閑タル様どド押セパ開也。 其レヲ
押開 テ御七」 ト云九レ男、「，思ヒ不懸ヌ事ゲ」 ト思~：ガ押開テ入~：－其ノ女出会テ 「其 ノ戸
差ンテ御セ」 ト云九レ戸ヲ差シテ寄~：レ女、 「上 テ来」ト云えレ男上 Zケ簾 ノ内ニ呼入，＇／レ糸サ オハ イヒ サ ヨリ ノポリコ イヒ ノポリスグレ イト
吉ク仁コタル所ニ、清気ナル女ノ、形チ愛敬付r年汁絵許 ナル、只濁リ居テ、打暖テ
ゲ カタアイギヤウツキ パカリ ヰ ウチエミ






















今昔、京ニ有ケル雑色男ノ妻、夕暮方ニ暗ク成ル程ニ、要事有テ、大路ニ出1に良アリザウンキノ メ ガタ エウジアリ オホジイデ
久ク不返来r：， ~夫、「何ド遅 ハ来 ？ム」佐 ク思 テ居1 リケ程ニ、妻入来 タリ。 然テ





今昔、東 ノ方ヨリ上ヶル人、勢田ノ橋ヲ渡 テ来 ヶル程ニ、日暮ズレ人ノ家ヲ借テアヅマカタノポリ 七夕 ワタリキタリ クレ カリ
宿fム為ルニ、其／漫 ニ人モ不住ヌ大ア家有ケリ、万ノ所皆荒 テ人住タル気元シ0 何口、／ アノ〈レ スミ ケノ、ヒ















今昔、西ノ園ヨリ脚力ニテ上ヶル男有ヶM 夜ヲ董ニ成シテ、只濁上ヶル程ニ、播磨ノカクリキノポリ アリ ノポリ ハリマ
園 ノ印南野ヲ通~＇.レ 日暮オレ可立寄キ所ャ有ルト見姐 は「人ノ気 遠キ野中大レ可宿 キイナミノ トホリ クレ タチヨルベ メグラ ケハヒ ヤドリスベ
























今昔、 美濃ノ園ノ方へ行ケル下衆男ノ、近江／国ノ篠原ト云ヮ所ヲ通 ケル程ニ、空カタユキ ゲスノ
暗 テ雨降ヶレパ、「立宿リヌベキ所ャ有ル」ト見廻 シケルニ、人ノ気遠キ野／中ナレパ可立寄キ
所ナカリケルニ、墓穴ノ有ケルヲ見付テ、其レニ這入テ暫ク有ケル程ニ、日モ暮テ暗ク成ニケリツカ7ナア＇） ツケ ハヒイ ＇） アリ クレ ナリ
雨ハ不止ズ降ヶレパ、「今夜許 ハ此ノ墓穴ニテ、夜ヲ明サム」ト思 テ、奥様ヲ見ルニヤマ コヨイパカリ ツカアナ アカ
贋ヵリケレパ、糸吉ク打息 テ寄居タルニ、夜打深更ル程ニ開ヶパ、物ノ入来 ル音ス0 暗ヶレバイト ウチヤスミヨリヰ ウチフク イリキタレ
何物トモ不見ズ、只音許 ナレパ、「此レハ鬼ニコソハ有ラメ。 早ゥ、鬼ノ住ケル墓穴ヲ不知ズシテ、ツカアナンラ






オソロ カギリナ ニグベハウ ヨリ セカガヰ

























〔前略〕而ル問、年十五六歳許 ノ程ニ 九月許 ノ此 、此ノ君、鷹狩ニ出
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給~： ケ南山階ト云フ所ノ渚 ／ 山 ／程ヲ仕ヒ行キ給 ~＇.レ申時許ニ俄 掻暗fi乗 降リヤマシナ ナギサ ツカアルタマヒ サルノ パカリニハカニカキクラ シグレ
大キニ風吹キ、雷電癖震だレ共／者共モ、各 ノ馳散テ行キ分レテ、雨宿 r~皆ナ向タル
方ニ行ヌ。主ノ君ハ西ノ山／漣ニ人／家ノ有γ見付テ、 馬ヲ走字、行ク、共／舎人ノ男カタユキ アルジ ホトリ アリ ツケ
一人許ナム有ケル0 其ノ家ニ行着テ見給ヘパ、槍垣指廻 r家ニ、小サキ唐ラ門屋ノ有ル《カリアリ ユキツキ ヒガキ叶シメグラ カモンヤ
内ニ、 馬ニ乗乍ラ馳入ヌ。 板葺ノ寝殿／妻ニ三間許 ／小 廊／有ルニ、馬ヲ打入テ下リヌ0
馬ハ廊ノ妻ノ直ナル所ニ引入レテ、馬飼ノ男居リ、主 ノ、、板敷ニ尻ヲ打懸テ御ス。 其ノ程、スグ ヒ ウマカヒ オ アルジ イタジキ ウチカケオハ
風吹キ雨降テ、雷電震震シテ、怖 与荒ど可返キ様元久レ此テ御ス0
7リ ライデンヘキレキ オソロ アル カヘルベヤウ カクオハ
而ル問、 日 モ漸夕暮ヌ。 何？ム心細ク怖 ｝思ェテ居給~＇.レ家 ／後 ノ方ヨリ青鈍ノ狩衣オソロオボ ヰ ウシロカタ アヲニプカリギヌ
袴着タル男／年制十鈴許ナル、出来テ云ク、「此ハ何 人／此テハ御スゾJト。〔中略〕、カマ ジフ パカ＇） イデキタリイハ イカナル カク オハ
暫許有テ臥乍ラ見給へパ、庇 ノ方ヨリ遣戸ヲ開テ、年十三四許有ル若キ女ノ、薄《カリアリ フシナガ ヒサシカタヤリドアケ パカリ
色ノ衣一重・濃キ袴着計扇ヲ指隠シテ、片手ニ高杯ヲ取テ出来タM 駈戸ヒ遠ク喬ミテ
居叶君、 「此寄」ト宣 70 和ラ居ザリ寄 ~）レ見 レパ 、 頭 、ノキ細Y額 yキ・髪ノ懸リ、此ヰ コチヨレノタマ ヤハヰ ヨリ カシラ
様ノ者ノ子ト不見ズ、極メテ美麗ニ見ュ。高杯・折敷ヲ居テ、杯ニ箸ヲ置テ持来タル也、
前ニ置テ返リ入ヌロ 其後手、髪房？生、末掴許ハ過~ ＇）見ュ。 亦即チ折敷ニ物共ヲオキ イリ ソノウシロデ フサオヒ ヨホロパカリスギ ヲシキ ドモ













































今昔、誰トハ不知ズ家高キ君達ノ年若P形チ・有様美麗ナル有ヶω 近衛／中将：ドニラ キムダチ カタ 7') 
有ケルニ
ヤ。アリ
其ノ人忍ピテ清水ニ詣；：~：） ケ歩ナル女 ノ糸浄気ニテ口？着物ナド有ル、参曾タ川 中将マウ カチ イトゲ キル マヰリアヒ
此レヲ見~：レ 「下臆ニハ非ヌ者ノ、忍ピテ歩ニテ言旨 ｛ルヨ」思 テ、女／何心モ元ク仰 3ル見レパ、ゲラフアラ カチマウデ オモヒ アフギ











































第十四為救野 干 死寓法花人語第五コギツネノシニタルヲスクハムガタメニホクエヲウツセル ノコト

















































まるはしら きり..－－－＜.す らしゃうもん すぎくおほぢ
大きな円柱に、膝蜂が一匹とまってゐる。羅生門が、朱雀大路にある以上

































































































































































































































































































① 「日暮れからはじまる物語」（昭51・9 「国文研究」 『芥川龍之介行情の美学j所収、昭和57・11、
大修館書店）。
② 「芥川龍之介における恋愛」（平5・12「年刊日本文学」第 2号、 『芥！｜｜龍之介と現代j所収、平
7 . 7、大修館書店）。
③長野嘗－ r古典と近代作家一芥川龍之介J（昭和42・4、有朋堂）。
④⑤拙稿「羅城門から朱雀門へー芥｝｜｜と古典 f六の宮の姫君J-J （昭47・8 「解釈と鑑賞」、前掲
I芥川龍之介仔情の美学j所収）。
⑥ 「f舞姫Jr雁Jr高瀬舟J-＜夕暮れ〉を視点として一」（平9・5r講座森鴎外 2J所収、新曜社）。
⑦ 「『羅生門jの異空間」（昭62・4 「日本の文学」第一集、前掲 『芥川龍之介と現代j所収）。
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